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１．はじめに 

橋梁床版取替工事の一部を利用してコッター床版の

試験施工 1)を行い，実施工における施工性の確認，歩掛

調査等を実施した結果を（その１）で報告した． 

同試験施工では，供用開始後 2 年間にわたるモニタ

リングが計画されており，現在1年半が経過している． 

本報では，このモニタリングの概要と現在までの計

測結果を報告する． 

２．モニタリング概要 

(1)目的 

供用開始後，実際の交通状況，使用環境下でのコッ

ター床版の力学的挙動，安全性を確認することを目的

とする． 

(2)モニタリング項目及び方法 

測定は，コッター床版と隣接するＳＬＪ（エンドバ

ンド継手工法）で実施し，測定値を比較することでコ

ッター床版の性能を相対的に評価することとした． 

モニタリング項目は，輪荷重走行疲労試験 2)での床版

性能評価項目と同一とした．図－1にコッター床版の位

置図，図－2に測定概要を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 床版鉛直変位量 

 床版の鉛直変位量は，床版下面に図－3に示すフレー

ムを組み測定した．フレームの支点をピン，ローラー

とすることで鋼桁の変形による影響を低減し，筋交の

配置等により剛性を高め横梁の振動（ノイズ）を抑制

した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 目地部水平変位量 

 目地部の水平変位量は，コッター床版の目地部及び

ＳＬＪの現場打ち部にπ型変位計を設置し測定した． 

③ コッター式継手（Ｈ型金物）ひずみ量  

 輪荷重走行位置近傍にある 4 箇所のコッター式継手

（Ｈ型金物：H1～H4）において，軸ひずみ及びせん断

ひずみを測定した．（図－4,5，写真－1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 目視調査 

床版下面から近接目視によりひび割れ，漏水の有無

図－2 測定概要

図－1 コッター床版位置図

図－4 継手ひずみ測定位置(H1～H4) 

図－5 ｹﾞｰｼﾞ位置
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写真－1 ひずみｹﾞｰｼﾞ設置状況

図－3 床版変位量測定概要 

変位計 
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を調査した． 

(3)モニタリング期間・頻度 

 モニタリング期間は供用開始後 2 年間で，1，3，6，

12，18，24 ヶ月毎に実施する計画で，現在18ヶ月目ま

でを完了している． 

３．モニタリング結果 

① 床版鉛直変位量 

 測定は 1時間連続（17時～18時）で，実際の交通状

況のもとで実施した． 

供用開始後 18 ヶ月目の測定結果を図－6 に，コッタ

ー床版とＳＬＪの最大値時刻での比較を図－7,8 に示

す．さらに，同一車両に関する両者の相関を図－9に示

す．これらの図より，コッター床版の変位量はＳＬＪ

と同程度であることがわかる． 

② 目地部水平変位量 

 供用開始後 18ヶ月目の測定結果を図－10に示す．同

図より，コッター床版，ＳＬＪともに水平変位量は 

0.02mm 以下であり僅かであることがわかる．また，両

者の場所打ち部分にひび割れが生じていないことを確 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認している． 

③ コッター式継手ひずみ量 

測定 18ヶ月間での最大値は，軸ひずみε＝35μ（許

容値 700μ），せん断ひずみはγ＝12μ（許容値 1,040

μ）であり，いずれも低い値に留まっている．これは，

目地部にひび割れが無く全断面有効となるため，鋼材

のひずみが低く抑えられたものであり，継手金物の安

全性を示しているものと考えられる． 

④ 目視調査 

 供用開始後 18ヶ月を経過した時点で，コッター床版

部分にひび割れや漏水は生じていないことを確認して

いる． 

４．まとめ 

 実橋を利用したコッター床版の試験施工に引き続き，

18 ヶ月間のモニタリングを実施した．この結果，コッ

ター床版はＳＬＪと同程度の力学的性能を有すること，

コッター式継手の安全性を確認した．今後，さらに 6

ヶ月後に最終モニタリングを予定している． 
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図－6 鉛直変位量測定結果（1時間）

ＳＬＪ最大値
コッター床版最大値 

図－7 鉛直変位量比較（コッター床版最大時刻）

図－8 鉛直変位量比較（ＳＬＪ最大時刻）

図－9 コッター床版とＳＬＪの変位量比較

図－10 水平変位量測定結果（1時間）
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